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	応用
	抗原情報
	背景
	CDH1はI型膜貫通タンパク質であり、カルシウム依存性細胞接着タンパク質である。インテグリンα-E/β-7のリガンドであり、腸管上皮細胞の細胞間接触部位においてDLG7と共局在する。
	研究分野
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	リン酸化E カドヘリン (Ser838/Ser840) 抗体を使用した 3T3 マウス脳溶解物中のリン酸化E カドヘリン (Ser838/Ser840) のウエスタン ブロット分析。
	

	E カドヘリン (リン酸化 Ser838/Ser840) 抗体を使用した、HepG2、U2OS、U251、Lncap 溶解物中の E カドヘリン (リン酸化 Ser838/Ser840) のウエスタン ブロット分析。
	

	Eカドヘリン（リン酸化Ser838/Ser840）抗体を用いたパラフィン包埋ヒト乳がんの免疫組織化学染色。抗原賦活化には、高圧高温クエン酸ナトリウム（pH 6.0）を使用した。

